










研究目的 

昨年の本研究班で最近3年間の新生児壊死性腸炎(以下,NECと略す)発生状況をアンケート

調査したが,105 例の多きをみた(表 1,2)。5 年前の調査(表 3)と比較して,本症の発生はな

お増加傾向にあること,とくに超未熟児例は救命率の向上とともに増加著しく,保育上無視

しえない疾患となってきていること,また授乳を行ってない児の発症率が高く,全体的にも

依然として予後不良な疾患であることが分かった。 

NEC の発生要因として,未熟腸管に低酸素症・虚血をもたらす RDS,PDA,仮死などの病態さら

に授乳,細菌の関与が考えられている。とくに授乳は,大多数の症例で発症前に開始してお

り,発生要因として重視されている。したがって,授乳前発症例を検討することは,本症の発

生要因,治療,さらには予防を考える上に多くの情報を提供してくれると思われ,その臨床

像をさらに検討してみた。 


